（様式第３号）
熊谷ブランド「晴れまち」認定申請調書
１　申請者概要
	事業者名・団体名
	

	設立年月日
	

	資本金等
	
	従業員数
	

	主な事業内容
	


※申請者が個人の場合は、事業開始年月日

[bookmark: _GoBack]２　申請品の概要
	商品名
	

	希望小売価格
	

	原材料
	（熊谷市産の原材料）



	
	（他地域の原材料）



	製造場所
	

	年間販売量
	前年度
	今年度（見込み）
	次年度（計画）

	（単位：　　）
	
	
	

	年間販売額
	前年度
	今年度（見込み）
	次年度（計画）

	（単位：　　）
	
	
	

	販売形態
	· 自社（関連会社を含む）の店頭販売
· 自社以外の小売店頭での販売
· Web販売等（インターネットを介する販売）
· その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	販売割合
	市内
	％
	県内
	％
	県外
	％

	販売開始時期
	　　　　　　年　　　月　　　日から販売

	販売可能時期
	· 通年　　□ 期間限定（　　）月～（　　）月


３　申請品の特徴・ＰＲ等
認定基準を参照し、要点を押さえてご記入ください。

1 商品が持つストーリー
商品が生まれた背景や、地域との関連性などをご記入ください。ブランドを手に取る消費者と感情的なつながりをつくるためのストーリー性を重視しています。共感や親近感、信頼を与えるような内容であれば、申請者の理念やビジョンなどもご記入ください。
	








2 熊谷らしさ（主に原材料）
熊谷市のブランドであることを伝えるため、商品の原材料や、素材・資材が持つ熊谷市との関連性などをご記入ください。伝統的な技術・調理法など、歴史的背景が熊谷らしさを感じさせることも、「熊谷らしさ」としてご記入ください。
	








3 品質維持・向上の取組
品質の高さを保証する客観的な事実（受賞歴や外部認定機関の品質保証認証等）をご記入ください。また当該申請品において今後予定している品質維持・向上の取組があれば併せてご記入ください。
	







4 特徴・個性などでの優位性
食味、風味、ネーミング、デザイン、知的財産権の取得など、他の類似品等と差別化するために工夫している内容をご記入ください。また、商品のファンをつくる活動として、消費者とのコミュニケーションで工夫している点があればこちらにご記入ください。
	








5 認定後の広報活動
認定後、熊谷ブランド「晴れまち」であることを顧客に伝える方法をご記入ください。
· 例：ＳＮＳやホームページで認定の周知、商品パッケージに認定ロゴの表示、店頭ポップでのＰＲなど
	








４　その他
　　上記以外にアピールしたいポイントなどがあればご記入ください。
	








